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旭化成株式会社 概要

創業: 1922年

代表取締役社長:  小堀秀毅

売上高: 2兆1,704億円

従業員数: 39,283人
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旭化成ファーマ株式会社 概要

創業: 1920年 (東洋醸造)

代表取締役社長: 青木 喜和

売上高: 635 億円 (FY 2019)

従業員数: 約1,800人

研究開発対象領域:

◆疼痛・神経変性疾患

◆自己免疫疾患

◆救急領域

◆骨・軟骨領域

◆筋疾患領域

• Teribone™
• Reclast®
• Kevzara®
• Elcitonin™
• Bredinin™

Recomodulin™

Others

運動器疾患領域

救急領域

領域別売上
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医薬研究センター

旭化成ファーマ医薬研究センター
（静岡県伊豆の国市）

オープンイノベーション部は東京駐在(ミッドタウン日比谷)
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主な提携先

2020年3月～
SBIバイオテック株式会社
SBI-3150（抗PLD4モノクローナル抗体）の独占的ライセンス契約

2019年12月～
株式会社Veritas In Silico
mRNA標的低分子医薬品の創出に向けた共同研究開始

2018年1月～
株式会社ディー・エヌ・エー
AI創薬（ケモインフォマティクス）に関する共同研究

2017年 4月～
国内大学との公募共同研究開始
創薬プロジェクト、創薬基盤技術、薬効評価技術など

2017年 3月
ラクオリア創薬（株）
P2X7阻害剤の全世界における開発・販売権の獲得

2016年 6月
Orion Corporation
疼痛領域における戦略的研究開発・販売の提携：東アジア

2016年 5月
Array BioPharma
ARRY-954(慢性疼痛)の導入：東アジア

2016年 3月
ペプチドリーム（株）
複数の創薬標的分子に対する特殊ペプチドを創製する共同研究

2013年11月
ラクオリア創薬（株）
特定のイオンチャネルを標的とした創薬研究に関する共同研究

2013年10月
Vernalis plc
関節リウマチを含む自己免疫疾患領域に対する創薬共同研究



パートナリングとライセンスアウトの成果



7

研究公募プログラム (A-COMPASS)

旭化成ファーマオープンイノベーション

・ 研究資金

・ 医薬品開発

・ 実用化研究

・ アイデア

・ テクノロジー

・ 知見、ノウハウ

アカデミア
ベンチャー企業等

応募者

革新的医薬品
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これまでの実績

パートナー 応募総数 カテゴリー

国内
アカデミア

32件
創薬シーズ

共同研究 1件
技術移管 1件

創薬・基盤技術 共同研究 4件

パートナー 応募総数 カテゴリー

国内外
アカデミア

104件

創薬シーズ
共同研究 0件
研究育成 1件

化合物供与 1件

創薬・基盤技術
共同研究 5件
研究育成 2件

2018年実施分

2019年実施分

パートナー 応募総数 カテゴリー

国内外
アカデミア

87件

創薬シーズ
共同研究 -件
研究育成 2件

創薬・基盤技術
共同研究 3件
研究育成 -件

2020年実施分
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旭化成ファーマの共同研究Wish

5疾患領域における、創薬シーズをもとにした
共同研究機会を探しております。
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旭化成ファーマの共同研究Wish

神経変性疾患領域
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神経変性疾患領域
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神経変性疾患領域

興味のある疾患の具体例： 筋委縮性側索硬化症 (Amyotrophic Lateral Sclerosis : ALS)

脊髄小脳失調症 (Spinocerebellar Ataxia ：SCA）

多系統萎縮症（multiple system atrophy : MSA）

レット症候群 (Rett syndrome)

シャルコーマリートゥース病 (Charcot-Marie-Tooth disease : CMT)

進行性核上性麻痺（progressive supranuclea palsy：PSP）

興味のあるメカニズム： 凝集タンパク質除去

タンパク質品質制御

その他、各疾患における新規治療アプローチ
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神経変性疾患領域

興味のある実験技術： 各疾患における細胞評価系

各疾患におけるモデル動物と薬効評価系

凝集タンパク質除去のための手法

タンパク質品質制御のための手法

その他、各疾患における新規治療手法

対象外とする技術： 細胞治療

ワクチン

天然物、生薬
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共同研究形態の例 1

研究育成 共同研究 再契約、共同研究拡大



共同研究形態の例 2

研究育成
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共同研究 再契約、共同研究拡大 導入
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Contact               

旭化成ファーマ株式会社
医薬研究センター オープンイノベーション部

赤荻 健介 (Kensuke Akaogi, Ph.D.)

www.asahikasei-pharma.co.jp/a-compass/jp/



ご清聴ありがとうございました。
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自己免疫疾患領域
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救急領域
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骨・軟骨領域
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骨・軟骨領域
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筋疾患領域


